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――――――   豊科病院豊科病院豊科病院だより ――   

 自他を問わず人間を愛し、慈しむ心を礎に、病める人、障碍を持つ人、悩める人に常に自

分の家族に接するように優しく接し、最良の医療・福祉サービスを提供し、地域の人々の

要求及び個別的要求にも応え、地域で人々が快適に生活できるような支援を行う。 

豊科病院の理念 

 

９
月
７
日
か
ら
2

日
間
に
渡
っ
て
、当

院
の
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

企
画
は
作
業
療
法
部
が
中
心
に
な
り
、精

神
科
デ
イ
ケ
ア
や
看
護
部
・事
務
部
等
、

各
部
署
が
協
力
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の

で
す
。 

 

７
日
は
、作
業
療
法
室

に
、各
病
棟
の
患
者
さ
ん

や
精
神
科
デ
イ
ケ
ア
の
通

所
メ
ン
バ
ー
さ
ん
、更
に
は

外
来
の
患
者
さ
ん
や
面
会
に
来
院
さ
れ

た
ご
家
族
が
一
同
に
介
し
、患
者
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
が
企
画
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。 

 

職
員
に
よ
る
二
人
羽
織
で
は
、当
院
の

管
理
職
も
参
加
し
、会
場
は
大
盛
り
上
が

り
。
ま
た
、会
場
の
全
員
が
参
加
さ
れ
た

ビ
ン
ゴ
大
会

も
、ビ
ン
ゴ
が

出
る
た
び
に

歓
声
が
あ
が

り
、み
な
さ
ん

楽
し
ま
れ
た

よ
う
で
し
た
。 

会
場
と

な

っ
た
精

神
科
外
来

の
一
部
と

作
業
療
法

室
に
は
、当

院
に
入
院

さ
れ
て
い

る
方
々
あ

る
い
は
外

来
に
通
院
さ
れ
て
い
る
方
々
が
、作
業

療
法
や
デ
イ
ケ
ア
に
て
、１
年
か
け
て
作

ら
れ
た
力
作
ぞ
ろ
い
の
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、作
品
の
展
示
だ
け
で

は
な
く
、デ
イ
ケ
ア
な
ど
は
、日
々
の
活

動
に
つ
い
て
も
報
告
が
な
さ
れ
ま
し

た
。 
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文
化
祭  

盛
大
に
開
催 



豊
科
病
院
か
ら
東
に
約
４
０
０
ｍ
の
と
こ
ろ
に
、
自
立

訓
練(

生
活
訓
練)
・
宿
泊
型
自
立
訓
練
事
業
所
「
ア
ル
プ

ス
ホ
ー
ム
」
と
い
う
施
設
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
施
設
は
、

主
に
精
神
障
が
い
者
の
方
々
が
、
通
所
あ
る
い
は
宿
泊
さ

れ
な
が
ら
、
自
立
し
た
生
活
を
送
ら
れ
る
よ
う
練
習
を
す

る
当
院
の
関
連
施
設
で
す
。 

 【
事
業
内
容
】 

ア
ル
プ
ス
ホ
ー
ム
で
は
、
自
立
訓
練(

生
活
訓
練)

・
宿

泊
型
自
立
訓
練
事
業
所
と
い
う
名
前
の
と
お
り
、
２
つ
の

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

一
つ
目
の
「
日
中
の
自
立
訓
練(

生
活
訓
練)

」
は
、

「
地
域
生
活
を
営
む
上
で
生
活
能
力
の
維
持
・
向
上
の
た

め
、
一
定
の
支
援
が
必
要
な
方
」
が
対
象
で
す
。
生
活
訓

練
と
し
て
そ
の
方
に
合
っ
た
生
活
技
術
の
向
上
と
、
余
暇

の
充
実
を
目
的
と
し
て
簡
単
な
調
理
や
ス
ポ
ー
ツ
、
外
出

等
の
様
々
な
集
団
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
個
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
生
活
等
に
関
す
る
相
談
及
び
支

援
を
行
い
ま
す
。
施
設
外
の
地
域
か
ら
通
わ
れ
る
方
も
い

れ
ば
、
施
設
内(

宿
泊
型)

か
ら
、
こ
の
日
中
の
自
立
訓
練

(

生
活
訓
練)

に
通
わ
れ
る
方
も
い
ま
す
。 

二
つ
目
の
「
宿
泊
型
自
立
訓
練
」
は
、
地
域
移
行
に
向

け
て
一
定
期
間
居
住
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
対
象
者
は

「
帰
宅
時
に
お
け
る
生
活
能
力
等
の
維
持
・
向
上
の
た
め

 
 

社
会
制
度
で
安
心 

⑦ 

～
自
立
訓
練
事
業
所
の
ご
案
内
～ 

 
 

 
 

●
自
立
訓
練(

生
活
訓
練)

・
宿
泊
型
自
立
訓
練
事
業
所
「
ア
ル
プ
ス
ホ
ー
ム
」 

の
訓
練
等
の
支
援
が
必
要
な
方
」
で
す
。
施
設
側

が
朝
と
夕
方
の
食
事
を
提
供
し
、
生
活
リ
ズ
ム

や
、
日
常
生
活
能
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
相

談
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 【
利
用
Ｑ
＆
Ａ
】 

Ｑ:

定
員
は
？ 

Ａ:

自
立
訓
練(

生
活
訓
練)

・
宿
泊
型
自
立
訓
練
、 

 

 

そ
れ
ぞ
れ
20
名
で
す
。 

Ｑ:

宿
泊
型
自
立
訓
練
の
１
カ
月
の
利
用
料
は
ど 

 

の
く
ら
い
か
か
る
の
？ 

Ａ:

家
賃
１
万
５
千
円
、
共
益
費
２
千
円
、
光
熱
水 

 
費
は
実
費
を
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。
加
え
て 

 

食
費
（
朝
１
食
３
０
０
円
・
夕
１
食
６
０
０
円 

 

市
町
村
か
ら
の
補
助
制
度
が
あ
る
場
合
は
朝
１ 

 

食
１
０
０
円
・
夕
１
食
３
０
０
円
）
が
か
か
り 

 

ま
す
。
市
町
村
の
支
給
決
定
の
内
容
に
よ
り
、 

 

利
用
者
負
担
が
生
じ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、 

 

１
ヶ
月
分
の
利
用
料
と
し
て
施
設
に
お
支
払
い 

 

い
た
だ
く
額
の
目
安
は
、
約
４
万
円
で
す
。 

Ｑ:

ず
っ
と
利
用
で
き
る
の
？ 

Ａ:

日
中
の
自
立
訓
練(

生
活
訓
練)

・
宿
泊
型
自
立 

 

訓
練
共
に
、
原
則
２
年
で
す
。
な
お
、
長
期
入 

 

院
や
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
長
期
間 

 

の
支
援
が
必
要
と
、
市
町
村
が
認
め
た
場
合
は
、 

 

原
則
３
年
が
利
用
期
限
と
な
り
ま
す
。 

Ｑ:

職
員
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？ 

Ａ:

９
名
の
職
員
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。
職
種
は 

 

 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
、
生
活
支
援
員
、
地
域
移 

 

行
支
援
員
、
食
事
担
当
職
員
で
す
。
毎
日
朝
７
時 



 
 

秋
の
収
穫
と
舌
鼓 

 
～
夜
８
時
ま
で
交
代
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。 

Ｑ:
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
る
の
？ 

Ａ
宿
泊
型
自
立
訓
練
に
入
所
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー 

 

ス
で
日
中
の
自
立
訓
練(

生
活
訓
練)

を
利
用
さ
れ
て
い 

 

る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
週
の
う
ち
何
日
か
は
会
社 

 

や
、
地
域
の
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所(

作
業
所
） 

 

へ
出
掛
け
ら
れ
る
方
も
い
ま
す
。 

Ｑ:

ア
ル
プ
ス
ホ
ー
ム
の
特
色
は
？ 

Ａ:

日
中
の
自
立
訓
練(

生
活
訓
練)
で
は
、
調
理
の
集
団 

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。｢

手
を
か
け
ず
美
味
し
く 

 

て
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を｣

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
買 

 

い
物
か
ら
調
理
ま
で
、
皆
さ
ん
に
行
っ
て
い
た
だ
き 

 

ま
す
。
ア
ル
プ
ス
ホ
ー
ム
を
退
所
さ
れ
た
後
の
生
活 

 

に
活
か
し
て
頂
き
た
い
、
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
り
ま 

 

す
。 

 
 

宿
泊
型
自
立
訓
練
の
設
備
の
特
色
は
、
三
人
で
一 

 

つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
で
生
活
し
て
頂
く
と
こ
ろ
で
す
。
居 

 

室
は
も
ち
ろ
ん
個
室
で
す
が
、
ユ
ニ
ッ
ト
毎
に
玄
関 

 

が
あ
り
、
リ
ビ
ン
グ
、
簡
易
キ
ッ
チ
ン
、
ト
イ
レ
、 

 

浴
室
等
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
三
人
共
同
で
ご
利
用

い
た
だ
い

て

い

ま

す
。
人
間

関
係
が
難

し
い
、
と

悩
ま
れ
る

方
も
い
ま

す
が
、 

 

適
度
な
プ
ラ
イ 

 

バ
シ
ー
を
保
障 

 

し
な
が
ら
、
身 

 

近
な
生
活
で
社 

 

会
性
を
身
に
つ 

 

け
て
頂
く
、
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。 

Ｑ:

施
設
に
規
則
は
あ
る
の
？ 

Ａ: 

入
浴
回
数
、
就
寝
時
間
、
門
限
な
ど
は
、
特
に

定
め
て
お
り
ま
せ
ん
。
各
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
に
相

談
し
て
生
活
の
ル
ー
ル
を
決
め
て
い
ま
す
。 

Q
:

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
は
あ
る
の
？ 

Ａ: 

季
節
の
行
事
や
外
食
な
ど
、
企
画
の
内
容
は 

 
 

利
用
者
の
方
々
を
中
心
に
話
し
合
っ
て
い
た
だ 

 
 

き
ま
す
。
参
加
は
自
由
で
す
。 

       

【
連
絡
先
】 

 

春
に
、入
院
患
者
の
皆
さ
ん
と
作
業
療
法
部
が
、当
院

の
休
耕
地
を
耕
し
、種
々
の
野
菜
を
植
え
ま
し
た(

本
誌

54

号
に
掲
載)

。
そ
し
て
、こ
の
秋
に

無
事
に
収
穫
が
で
き
、

更
に
は
作
業
療
法
の
中

で
、そ
の
食
材
を
調
理

し
、皆
さ
ん
で
秋
の
味

覚
を
楽
し
ま
れ
ま
し

た
。 

 

〈
社
会
医
療
法
人 

城
西
医
療
財
団 

ア
ル
プ
ス
ホ
ー
ム
〉 

 
 
 

住
所 

: 

〒
３
９
９ｰ

８
２
０
１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

安
曇
野
市
豊
科
南
穂
高
３
０
４
６-
１ 

 
 
 

電
話 

: 

０
２
６
３- 

７
２— 

６
２
１
２ 

 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ: 

０
２
６
３– 

７
２– 

８
７
２
０ 
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          安曇野赤十字病院  ｶｲﾝｽﾞﾎｰﾑ              
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    R147     イオン豊科店          安曇野ｲﾝﾀｰ 

【
地
図
】 



 

曜日 月 火 水 木 金 土 

 中澤 知遠
なかざわ ちとお

 
医師 

西里 吉昭
にしざと よしあき

 
医師 

五味渕 満徳
ごみぶち みつのり

 
医師 

岡崎 隆司
おかざき たかし

 
医師 

※ 9:30～ 

中澤 知遠
なかざわ ちとお

 
医師 

五味渕 満徳
ごみぶち みつのり

 
医師 

◎ 受付時間    午前 8:00～午前 12:00 
◎ 診療時間    午前 9:00～終了まで 
 

※ 午後は全科休診となります。 

※ 日曜・祝日は全科休診となります。                  

 岩浅 武彦
いわさ たけひこ

 
医師 

休 診 休 診 町田 良亮
まちだ りょうすけ

 
医師 

休 診 休 診 

※ご不明な点等は、受付へご確認下さい。 

お問い合わせ先 電話 0263-72-8400 

※表題「雪がた」について 

春から夏にかけて北アルプスでは様々な雪形が見られ、当院からは常念岳の常念坊や、蝶ヶ岳の蝶などの雪形を正面に望むことが出来

ます。雪形が季節の変化に合わせて融けるように、患者様の病も融ける・・・表題にはそんな願いが込められています。 

(表題の写真は当院屋上から撮影しました。) 

 ～・ 編集後記 ・～ 

 豊科病院広報誌『雪がた』第56号をお届けしました。お読みになっていかがでしたか？ 

 秋も深まり、いよいよ里の木々でも紅葉が見られる季節となりました。安曇野界隈でも中房、

一の沢、烏川のそれぞれの渓谷や、池田町の七色大カエデなどが有名ですね。紅葉にも様々な

色がありますが、個人的にはカエデやドウダンツツジなどの真赤に染まる紅葉がお気に入りで

すが皆さんはいかがですか？ 

 百人一首でも「紅葉」に関連する歌は六首ありますから、昔の人も紅葉を愛でていたようで

す。そんな「いにしえの時代」にも思いを馳せながら眺めてみると、また一味違って見えるかも

しれませんね。  

平成 30年11月 １日現在 

精 

神 

科 

内     

科 

10

月
23

日
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
第
一
飛
鳥
荘
と
第
二

飛
鳥
荘
の
入
居
者
の
皆
さ
ん
が
、「
上
高
地
」
へ
、秋
の
合
同

小
旅
行
に
行
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
旅
行
は
、各
荘
に
入
居
さ

れ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
さ
ん
が
輪
番
で
幹
事
と
な
り
、企
画
・

運
営
さ
れ
る
恒
例
行
事
で
す
。 

メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
も
同
行
し
た
職
員
も
、「
二
十
数
年

ぶ
り
」
「
高
校
以
来
だ
か
ら
、四
十
年
ぶ
り･

･
･

。
」
と
、近
い

が
ゆ
え
に
意
外
と
行
か
な
い
上
高
地
。
当
日
は
、旧
安
曇
村

の
沢
渡
か
ら
、満
席
の
バ
ス
で
上
高
地
へ
入
り
ま
し
た
。 

こ
の
日
は
晴
天
で
、穂
高
連
峰
と
梓
川
と
紅
葉
の
組
み

合
わ
せ
は
「
お
見
事
！
」
の
一
言
で
し
た
。
そ
し
て
何

よ
り
、諸
外
国
の
方
々
を
は
じ
め
、老
若
男
女
で
賑

わ
う
上
高
地
の
人
の
多
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
「
か
な
り
楽
し
か
っ

た
。
」
と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
、信
州
の
観
光
地
を
あ
ら
た

め
て
満
喫
し
ま
し
た
。 

 

関
連
施
設
だ
よ
り 

   グループホーム小旅行グループホーム小旅行グループホーム小旅行 ～上高地の旅～ 


